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十
一
月
一
日
（
土
）
ト
キ
ハ

三
階
ホ
ー
ル
で
、
塚
脇
ふ
れ
あ

い
会
（
塚
脇
町
内
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
塚
脇
町
内
会
の

親
睦
と
融
和
を
図
り
、
「
向
こ

う
三
軒
両
隣
り
」
の
輪
を
広
げ

協
調
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
も
う
と
、
毎
年
こ
の
時
期
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
会
式
に
続
き
、
豪
華
景
品

の
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始

ま
る
と
、
会
場
は
一
気
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

町
内
自
治
会
ご
と
に
用
意
し

た
料
理
や
飲
み
物
を
囲
み
、
次

々
と
舞
台
で
発
表
さ
れ
る
歌
や

踊
り
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、

飛
び
入
り
の
カ
ラ
オ
ケ
参
加
で

自
慢
の
喉
を
披
露
す
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
生
涯
学
習

趣
味
の
会
」
か
ら
も
「
コ
ー
ル

ア
ン
セ
ム
」
「
な
ご
み
会
」

「
ひ
め
ゆ
り
会
」
の
三
団
体
が

参
加
し
、
舞
台
発
表
の
後
は
町

内
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
会
食

を
楽
し
み
、
大
い
に
交
流
を
深

め
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
六
回
山
浦
川
親

睦
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

が

十

一

月

十

六

日

（
日
）
春
日
小
学
校

を
拠
点
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

駅
伝
大
会
は
二
十
九
回
目
で

春
日
小
学
校
前
か
ら
杉
河
内
ま

で
の
約
十
キ
ロ
の
菅
原
戸
畑
線

の
晩
秋
路
を
目
標
タ
イ
ム
を
宣

言
し
て
八
チ
ー
ム
が
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、
沿
道
か
ら
は
大
き
な

声
援
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
十

六
回
目
で
春
日
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
二
十
四
チ
ー
ム
の
参
加
で

行
わ
れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
山
浦
地
区
住

民
の
親
睦
と
融
和
を
図
り
以
っ

て
地
域
活
性
化
の
要
と
し
て
の

大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り

○
駅
伝
大
会

①
山
浦
中
学
②
花
香
③
下
荻

○
タ
イ
ム
宣
言
レ
ー
ス

優
勝

春
日
小
Ａ

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
パ
ー
ト
優
勝
）

日
田
河
内

中
野
第
１

下
荻
あ
か
ず
き
ん

早
杉

くすふれ愛だより１２月号
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塚
脇
ふ
れ
あ
い
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

向こう三軒

両隣りふ
れ
あ
い
会
会
場
の
よ
う
す

お揃いの衣装で大正琴の演奏をするなごみ会のみなさん

山浦川親睦スポーツの祭典
世
代
を超え

た
交
流

昼食会場では、各学校による発表が行われました （春日小合唱、、山浦中演奏、杉河内小太鼓）


